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～
文
学
部
の

　

茂
住
菁
邨
先
生
が
揮
毫
～

　

五
月
一
日（
水
）に
い
よ
い
よ

「
令
和
」の
時
代
が
幕
を
明
け
ま

し
た
。
菅
義
偉
官
房
長
官
が
新

元
号
発
表
時
に
掲
げ
た
墨
書

「
令
和
」は
、
本
学
文
学
部
文
学

科
書
道
文
化
コ
ー
ス
兼
任
講
師

の
茂も

住ず
み

菁せ
い

邨そ
ん（

修お
さ
み身

）先
生
が

揮き

毫ご
う

し
ま
し
た
。
先
生
は「
漢

字
か
な
交
じ
り
書
法
」「
漢
字

作
品
制
作
法
」の
授
業
を
通
学

課
程
・
通
信
教
育
課
程
に
て
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
「
漢
字
作
品
制
作
法
Ⅰ
」の
授

業
で
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な

書
の
技
法
で
は
な
く
、
書
を
芸

術
的
な
創
作
作
品
に
昇
華
す
る

べ
く
そ
の
制
作
方
法
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
学
生
が
制
作

活
動
に
励
ん
で
い
る
時
、
先
生

は
一
人
ひ
と
り
の
些
細
な
動
き

を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
助
言
し
て
い
き
ま
す
。

「
肩
に
力
を
入
れ
ず
も
っ
と
伸

び
や
か
に
」「
感
動
さ
せ
た
い

所
や
自
分
の
好
き
な
所
を
強

調
し
て
」「
も
っ
と
自
由
に
！
面

白
く
！
」本
当
に
芸
術
の
世
界

で
す
。
ほ
か
に
も「
作
品
に
悩

ん
で
い
る
姿
が
出
て
い
る
よ
。

で
も
悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

は
前
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
」と
力
強
く
奥
深
い
言
葉
が

次
々
に
出
て
き
ま
す
。
書
を
通

し
て
芸
術
の
世
界
観
だ
け
で
は

な
く
多
彩
な
人
生
観
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
・
―
・
―

　

茂
住
先
生
の
授
業
は
、
本
学

通
信
教
育
部
の
科
目
等
履
修
生

と
し
て
、ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目

「
実
用
書
道
」な
ど
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
本
学
通
信
教
育
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

お
問
い
合
わ
せ
先

聖
徳
大
学
通
信
教
育
部（
共
学
）

TEL
０
４
７
―

３
６
５
―

１
２
０
０

（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.seitoku.jp/tk/

● 

茂
住
菁
邨（
修
身
）先
生

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

内
閣
府
大
臣
官
房
人
事

課
辞
令
専
門
職
に
て
勤
務
。

内
閣
総
理
大
臣
、国
務
大
臣
、

裁
判
官
な
ど
の
辞
令
や
国

民
栄
誉
賞
の
賞
状
な
ど
を

揮
毫
。

▼
学
園 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
大
学
院
・
大
学
・
短
大 

・・

▼
幼
児
教
育
専
門
学
校 

・・・・・・・・・・

▼
附
属
女
子
中
・
高 

・・・・・・・・・・・・・

▼
取
手
聖
徳
女
子
中
・
高 

・・・・・・

▼
小
学
校 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
幼
稚
園 

・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・・・・・・・・・・・

２

１
・
２
・
３
・
４

５５
４
・
６

６
６
・
７８

幼稚園教員採用数

公立学校採用試験
合格者

保育士採用数

全国１位

１08名

全国１位

6年連続12回目

13年連続

8
名

19
名

1
名

6
名

74
名

10
名

6
名

134
名

346
名

183
名

100
％

100
％

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校（
専
科
）

　
　
　
　
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

養
護
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

栄
養
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

特
別
支
援
学
校

　
　
　
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
・

　
　
　
一
括
採
用
合
格
者
数

公
立
幼
稚
園
教
員
合
格
者
数

公
立
保
育
士
合
格
者
数

保
育
士
就
職
者
数

幼
稚
園
教
員
就
職
者
数

短
大
教
育
系
就
職
率

大
学
教
育
系
就
職
率  

教
育
系
就
職
者
数
１
８
３
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
１
８
３
名

  

教
育
系
就
職
者
数
５
８
０
名

（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

  

就
職
希
望
者
数
５
８
０
名

大学通信調べ。
幼稚園採用数は、

13年13回中12回の全国1位。

通学課程のみ
既卒者含む

大学通信調べ。

難
関

6年連続 6年連続

　

聖
徳
大
学
な
ら
び
に
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
は
、
四
月
三
日

（
水
）、
千
葉
県
立
鎌
ヶ
谷
西
高

等
学
校（
代
﨑
晶
子
校
長
）と
高

大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

鎌
ヶ
谷
西
高
校
で
は
、
こ
れ

ま
で
の「
文
系
」「
理
系
」の
選
択

科
目
に
加
え
て
、
平
成
三
十
年

度
か
ら
選
択「
保
育
」の
授
業
を

導
入
し
、
希
望
す
る
進
路
と
教

育
課
程
、
学
習
と
の
結
び
つ
き

を
明
確
に
し
、
さ
ら
に「
夢
・
志

の
実
現
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
高
校

と
大
学
の
相
互
交
流
・
連
携
を

通
じ
て
高
校
生
の
視
野
を
広
げ
、

進
路
に
対
す
る
意
識
や
学
習
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学

の
求
め
る
学
生
像
お
よ
び
教
育

内
容
へ
の
理
解
を
深
め
、
か
つ

高
校
教
育
・
大
学
教
育
の
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

　

挨
拶
の
中
で
川
並
弘
純
学
長

は
、「
高
校
と
大
学
の
垣
根
を
超

え
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

高
校
生
に
と
っ
て
は
大
学
生
活

の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
、

ま
た
、
大
学
生
に
と
っ
て
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
通
し
て
学
ぶ

良
い
機
会
と
な
る
」と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　

代
﨑
校
長
は
、「
聖
徳
大
学
の

先
生
方
の
出
張
講
義
を
通
し
て

大
学
進
学
を
決
め
た
生
徒
も
お

り
、
進
路
選
択
の
上
で
も
非
常

に
効
果
が
あ
っ
た
。
今
年
度
も

よ
り
多
く
の
生
徒
が
参
加
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し

た
。

千
葉
県
立
鎌
ヶ
谷
西
高
等
学
校
と

高
大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

出典：内閣府ホームページより

熱心に指導する茂住先生

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

平
成
三
十
年
度

教
員
等
合
格
者
速
報

協定を交わす川並弘純学長（右）と代﨑晶子校長
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彰
が
執
り
行
わ
れ
、
川

並
知
子
名
誉
学
園
長
、

川
並
弘
純
理
事
長
・
学

園
長
の
式
辞
と
続
き
、

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝

辞
を
賜
り
、
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
学
園
の
建
学
の
精

神「
和
」の
も
と
に
、
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
教

育
活
動
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓

い
合
い
、
散
会
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
両
校
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
証
と
し
て
、
音
楽
学

部
の
松
井
孝
夫
准
教
授
に
よ
る

新
作
合
唱
曲
が
初
演
さ
れ
ま
し

た
。「
い
の
ち
」を
テ
ー
マ
に
五

人
の
方
が
詩
を
書
き

お
ろ
し
、
松
井
准
教

授
が
そ
れ
ら
に
曲
を

つ
け
、
混
声
合
唱
組
曲

「
い
の
ち
見
つ
め
て
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

作
品
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
四
、

五
曲
目
に
あ
た
る「
つ

な
が
る
生
命
」（
作

詞
：
金
沢
智
恵
子
）

「
祈
り
」（
作
詞
：
う
ち

だ
そ
の
み
）の
二
曲
が
、

松
井
准
教
授
自
ら
の

指
揮
の
も
と
、
高
大

連
携
の
記
念
と
し
て

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

高
校
生
が
独
自
に
表

現
を
工
夫
し
て
、一
所

懸
命
に
取
り
組
ん
で

　

四
月
一
日（
月
）、
二
〇
一
九

年
度
聖
徳
大
学
大
学
院
・
聖
徳

大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

の
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
も
と
、

入
学
生
千
三
百
九
十
三
名
の
晴

れ
や
か
な
顔
が
集
い
ま
し
た
。

　

学
長
告
辞
に
お
い
て
、
川
並

弘
純
学
長
は「
聖
徳
大
学
は
、

皆
さ
ん
が
持
つ
限
り
な
い
可
能

性
の
扉
を
開
く
と
こ
ろ
で
す
。

い
ま
持
っ
て
い
る
夢
よ
り
も
さ

ら
に
高
い
夢
を
目
指
せ
る
よ
う
、

　

聖
徳
大
学
と
松
戸
市
立
松
戸

高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
協
定

締
結
を
記
念
し
、
三
月
十
六
日

（
土
）、聖
徳
大
学
香
順
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
で
松
戸
市
立
松
戸
高
等

学
校
合
唱
部
の
第
七
回
定
期
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
題

し
て
、「
松
戸
市
立
松
戸
高
等
学

校
と
聖
徳
大
学
音
楽
学
部
に
よ

る『
合
唱
の
楽
し
み 

in 

Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
』」で
す
。

　

市
内
の
中
学
・
高
校
の
生
徒

や
教
員
、保
護
者
、地
域
の
方
々

な
ど
満
員
の
観
客
を
迎
え
、
高

校
生
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
さ
わ
や

か
な
歌
声
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
Ｊ　
―　

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
幅
広

い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
演
奏
さ
れ
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
支
え
ま

す
」と
話
し
、「T

he future is 
yours!

未
来
は
皆
さ
ん
の
た
め

に
あ
り
ま
す
」と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
在

学
生
に
よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、オ
フ
ィ

シ
ャ
ル・キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ァ

イ
と
リ
ー
ン
も
登
場
し
て
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

き
た
様
子
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。「
祈
り
」と
い
う
曲
の
一

番
は
優
し
く
、
二
番
は
力
強
く

と
、
歌
詞
か
ら
曲
の
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
、
そ
の
違
い
を
表

現
し
て
伸
び
や
か
に
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

た
く
さ
ん
の
曲
を
す
べ
て
暗
譜

で
歌
い
、
踊
り
、
す
べ
て
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
高
校
生
な
ら
で
は

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。

　

今
後
も
、
高
校
と
協
働
し
て

松
戸
市
の
音
楽
を
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
高
大
連
携
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

「つながる生命」と「祈り」の自筆楽譜を
手にする松井孝夫准教授 高校生らしいしなやかなパフォーマンスと伸びやかな歌声が披露された

　

第
八
十
六
回
学
校
法
人
東
京

聖
徳
学
園
創
立
記
念
日
式
典
を

四
月
二
十
七
日（
土
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
お
い

て
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
初
め
に
本
学
園

の
創
立
者
で
あ
る
川
並
香
順
・

孝
子
両
先
生
、
お
よ
び
川
並
弘

昭
前
理
事
長
・
学
園
長
の
ご
遺

徳
を
偲
び
、
学
園
の
発
展
に
尽

力
し
た
方
々
へ
の
感
謝
を
込
め

て
、
創
立
記
念
の
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。
慶
讃
法
要
の
後
、

名
誉
教
授
称
号
授
与
や
各
種
表

第
八
十
六
回 

学
校
法
人 

東
京
聖
徳
学
園

創
立
記
念
日
式
典
を
挙
行

音
楽
で
つ
な
ぐ
高
大
連
携

「
合
唱
の
楽
し
み
in 

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」を
開
催

二
〇
一
九
年
度

入
学
式
を
挙
行

　

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー（
Ｓソ

ア
Ｏ
Ａ
）は
四
月
二
十

日（
土
）、
二
〇
一
九
年
度
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
開
講

式
）を
開
催
し
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員

や
地
域
の
方
な
ど
約
七
百
名
の

方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
際
し
、
川
並
弘
純
学

長
は「
新
し
い
知
見
に
ふ
れ
る

こ
と
は
人
生
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
学
の

Ｓ
Ｏ
Ａ
講
座
を
大
い
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

文
化
研
究
所
長
の
小
川
純
子
氏

に
よ
る
講
演
「
激
変
す
る
メ

デ
ィ
ア
～
人
を
つ
な
ぐ
の
か
？ 

分
断
す
る
の
か
？
～
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
、
世
界
各
国
に
お

い
て
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
輸
出

が
国
家
政
策
に
も
な
っ
て
い
る

こ
と
等
の
現
状
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

台
頭
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化

に
よ
る「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」

の
問
題
に
も
触
れ
、ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る

現
状
も
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
上

で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
共
存
を
図
っ
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ

と
を
語
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
本
学
音
楽
学

部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
つ
な
が
る
音
楽
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｒ・ロ
ジ
ャ
ー
ス：ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル《
サ
ウ
ン
ド・オ
ブ・ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
》メ
ド
レ
ー
や
、Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
：
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ　

ニ
短
調　
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
６
５（
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
）な
ど
、
約
一
時

間
に
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

小川純子氏

二
〇
一
九
年
度

Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
長
の 

小
川 

純
子 

氏 

を
招
い
て

　

Ｓ
Ｏ
Ａ
は
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
と
社
会
人
の
生
涯
学
習
支

援
の
た
め
に
、
平
成
四
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

年
間
三
期
に
わ
た
り
約
七
百
講

座
を
開
講
し
、年
間
延
べ
一
万
人

以
上
が
受
講
。今
回
、二
〇
一
九

年
度
第
一
期
で
通
算
八
十
期
目

を
迎
え
ま
し
た
。

音楽学部によるミニコンサート
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短
大
総
合
文
化
学
科

「
岩
瀬
さ
く
ら
祭
り
」に
参
加

　

三
月
三
十
日（
土
）、短
期
大

学
部
総
合
文
化
学
科
図
書
館
司

書
ブ
ラ
ン
チ
二
年
生（
当
時
一
年
）

五
名
が
、松
戸
市
岩
瀬
自
治
会

主
催
の「
岩
瀬
さ
く
ら
祭
り
」に

参
加
し
ま
し
た
。
満
開
の
桜
の

中
、会
場
と
な
っ
た
岩
瀬
住
吉

公
園
で
は
ゲ
ー
ム
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、餅
つ
き
、飲
食
物
の
販

売
が
あ
り
、終
日
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、子
ど
も

を
対
象
と
し
た「
香
り
当
て
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
担
当
し
た

り
、餅
つ
き
や
屋
台
を
手
伝
っ

た
り
し
ま
し
た
。「
香
り
当
て

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」と
は
、ス
タ

ン
プ
場
所
と
な
っ
て
い
る
会
場

周
辺
の
民
家
の
庭
な
ど
に
学
生

が
待
機
し
、子
ど
も
た
ち
が
そ

の
場
所
を
探
し
当
て
る
と
、ラ

ベ
ン
ダ
ー
等
の
精
油
を
染
み
込

ま
せ
た
コ
ッ
ト
ン
の
香
り
を
嗅

い
で
も
ら
い
、何
の
香
り
か
を

当
て
て
も
ら
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

ど
の
学
生
も
、「
話
す
時
は
子

ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
る
」「
自

分
か
ら
話
し
か
け
る
」な
ど
、い

ろ
い
ろ
と
気
を
配
り
な
が
ら
積

極
的
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
祭

り
終
了
後
は「
良
い
社
会
経
験

に
な
っ
た
」「
地
元
の
皆
さ
ん
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」「
地
域
の
方
々
と
の
連

携
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ

た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

毎
年
、本
学
科
の
学
生
は
ウ

サ
ギ
の
耳
を
着
け
て
法は

っ
ぴ被

を
着

用
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
か
ら

は「
今
年
も
聖
徳
の
学
生
が
参

加
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
、祭
り

へ
の
参
加
が
周
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

が
集
い
、春
の
訪
れ
を
楽
し
む

輪
の
中
に
学
生
も
加
わ
る
こ
と

が
で
き
、思
い
出
深
い
さ
く
ら

祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
対
象
に
毎
年
四
月

に
行
わ
れ
て
い
る
導
入
教
育
合

宿
Ｆ
Ｃ（Freshm

en Cam
p

）。

礼
節
を
学
び
、大
学
生
活
で
の

目
標
を
確
認
し
、友
人
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、学
部
生
は
二
泊
三
日
、短
大

生
は
一
泊
二
日
の
行
程
で
、学

部
学
科
ご
と
に
箱
根（
富
士
箱

根
ラ
ン
ド
）ま
た
は
信
州
佐
久

（
か
す
が
の
森
）で
実
施
し
て
い

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

箱
根
に
て
行
わ
れ
た
、四
月

九
日（
火
）か
ら
十
日（
水
）の
第

一
班（
短
大
保
育
科
）と
、九
日

（
火
）か
ら
十
一
日（
木
）の
第
二

班（
文
学
部
）で
は
、学
生
二
百 

六
十
八
名
、教
員
二
十
三
名
、救

護
・
本
部
十
四
名
の
総
勢
三
百 

五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
初
日
は
バ

ス
移
動
も
順
調
で
、ホ
テ
ル
到

着
後
、午
後
か
ら
は
学
科
ご
と

に
分
か
れ
、教
員
と
学
生
同
士

の
交
流
、
今
後
の
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
、こ
れ
か
ら

の
学
生
生
活
で
の
目
標
設
定
な

ど
、短
時
間
で
密
度
の
濃
い
プ

ロ
グ
ラ
ム（
研
修
）が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、保
育
科
は
芦
ノ

湖
遊
覧
船
観
光
と
箱
根
彫
刻
の

森
美
術
館
へ
、文
学
部
は
箱
根

関
所
の
見
学
へ
行
き
ま
し
た
。

初
日
と
は
一
転
、四
月
で
は
珍

し
い
雪
が
降
る
中
で
の
見
学
は
、

学
生
に
と
っ
て
強
く
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

Ｆ
Ｃ
は
、入
学
し
て
間
も
な

い
新
入
生
が
一
緒
に
二
日
間
ま

た
は
三
日
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、

互
い
の
緊
張
感
が
ほ
ど
け
、親

睦
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
環
境
に
不
安
を
感
じ

て
い
た
新
入
生
も
、Ｆ
Ｃ
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
友
人
に
出
会

い
、Ｆ
Ｃ
が
終
わ
る
頃
に
は
、そ

の
表
情
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

学
生
生
活
へ
の
期
待
の
気
持
ち

が
表
れ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｃ
を
実
施

	

（Freshm
en Camp

）

看
護
学
部

第
四
回 

ハ
ワ
イ
研
修
旅
行

期
間
：
三
月
十
七
日（
日
）～
三
月
二
十
四
日（
日
）（
八
日
間
）

　

看
護
学
部
看
護
学
科
四
期
生

七
十
八
名
が
ハ
ワ
イ
研
修
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
当
研
修
最
大

の
目
的
は
、ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ

ア
校
看
護
・
歯
科
衛
生
学
部
で

の
講
義
と
演
習
の
体
験
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
の
講
義
や
災
害
看
護
の

講
義
を
受
け
た
後
、切
り
傷
・
刺

し
傷
・
や
け
ど
・
内
出
血
の
四
種

類
の
傷
を
メ
イ
ク
道
具
を
使
用

し
て
お
互
い
の
腕
に
作
り
ま
し

た
。
驚
く
ほ
ど
リ

ア
ル
に
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、そ
の

傷
が
で
き
た
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え

て
各
々
発
表
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、心
肺
の
救

急
蘇
生
の
場
面
を

想
定
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
習

を
行
い
ま
し
た
。

手
技
は
既
に
本
学
で
学
ん
で
い

ま
し
た
が
、患
者
の
家
族
に
対

応
す
る
場
面
で
は
苦
慮
し
て
お

り
、そ
の
後
の
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
で
は
、
活
発
な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ハ
ワ
イ
大

学
の
学
生
と
の
交
流
会
も
あ
り

ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、丸
一
年

を
か
け
て
準
備
し
て
き
た「
東

日
本
大
震
災
後
の
精
神
的
ケ
ア

に
つ
い
て
」の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、ハ
ワ
イ
大
学

大
学
院
生
か
ら
は「
災
害
看
護
」

に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表

後
は
皆
で
一
緒
に
ド
ラ
え
も
ん

音
頭
を
踊
り
、好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　

研
修
最
終
日
に
は
修
了
式
が

行
わ
れ
、Dr.Kristine Qureshi

か
ら
、一
人
ひ
と
り
に
修
了
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

異
文
化
に
触
れ
、講
義
や
演

習
を
体
験
し
た
こ
と
で
得
ら
れ

た
貴
重
な
学
び
は
、学
生
た
ち

の
今
後
の
学
生
生
活
や
将
来
に

必
ず
や
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

日
経
新
聞

『
キ
ャ
ン
パ
ス
発 

こ
の
一
品
』電
子
版
閲
覧
数
で

十
三
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
！

鯖
燻
ア
ヒ
ー
ジ
ョ

～
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
楽
し
む
～

文
字
の
な
い
絵
本
を
読
む（
１
）

　

私
は
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー

ズ
ナ
ー
の
絵
本
が
好
き
で
す
。

彼
は
、米
国
で
出
版
さ
れ
た
最

も
優
れ
た
子
ど
も
向
け
絵
本
に

対
し
て
、毎
年
贈
ら
れ
る
コ
ー

ル
デ
コ
ッ
ト
賞
を
三
回
も
受
賞

し
て
い
ま
す
。
中
で
も『
漂
流

物
』は
私
の
お
気
に
入
り
で
す
。

こ
の
絵
本
に
は
文
字
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
超
現
実
的
な
絵
を

見
な
が
ら
、創
造
力
を
働
か
せ

て「
読
む
」し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
授
業
で
は
、学
生
に『
漂

流
物
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ

く
っ
て
も
ら
い
、読
み
聞
か
せ

形
式
で
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
毎
回
面
白
く
学

生
た
ち
の
発
表
を
聞
く
の
が
、

私
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
卒
業
し
た
児
童
学
科
の

学
生
二
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

ク
ラ
ス
の
仲
間
が
思
わ
ず「
す

ご
い
！
」と
言
っ
た
ぐ
ら
い
の

素
晴
ら
し
い
出
来
で
し
た
。
ほ

か
の
人
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、三
月

二
十
一
日（
木・祝
）に
開
催
さ
れ

た「
よ
こ
は
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

フ
レ
ン
ド
」主
催
の
行
事「
第
三

回
み
ん
な
で
好
き
な
本
、な
つ

か
し
い
本
、心
に
残
っ
た
本
の

は
な
し
を
し
よ
う
！
」へ
の
参

加
は
、願
っ
て
も
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
学
生
の
許
可
を

も
ら
っ
て
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
評
判
が
良
か
っ
た
の
で
、私

は
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　

文
字
の
な
い
絵
本
は
、い
ろ

ん
な
読
み
方
が
で
き
ま
す
。
次

号
で
は
、本
記
事「
文
字
の
な
い

絵
本
を
読
む
」の
続
き
と
し
て
、

「
国
境
を
越
え
る
子
ど
も
た
ち

と
文
字
の
な
い
絵
本
」に
つ
い

て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

講義の中で傷を作り合う

心肺蘇生のシミュレーション演習

フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン

キ
ャ
ン
プ

　

日
本
経
済
新
聞
が
大
学
発
の

商
品
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム『
キ
ャ

ン
パ
ス
発 

こ
の
一
品
』。
五
月

十
五
日（
水
）付
朝
刊
の
同
コ
ラ

ム
で
電
子
版
閲
覧
数
ラ
ン
キ
ン

グ
が
発
表
さ
れ
、
短
大
総
合
文

化
学
科
フ
ー
ド
・
調
理
ブ
ラ
ン
チ

の
学
生
と
有
限
会
社
ア
ル
ガ
マ

リ
ー
ナ
が
共
同
開
発
し
た「
鯖サ

バ

薫ク
ン

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」が
見
事
十
三
位
に

上
位
入
賞
し
ま
し
た（
二
〇
一
八 

年
四
月
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月

ま
で
の
一
年
間
で
同
紙
コ
ラ
ム

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
十
五
品

目
中
）。

　

和
洋
中
ど
ん
な
料
理
に
も
合

う「
鯖
薫
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」は
南
房

総
市
の
道
の
駅
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
合
文
化
学
科

の
学
生
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
を

参
考
に
、
ぜ
ひ
今
一
度
お
試
し

く
だ
さ
い
。

〈
カ
プ
レ
ー
ゼ
〉

 

・
材
料

鯖
薫
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
大
さ
じ
１
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
、ト
マ

ト
１／２
個
、か
い
わ
れ
菜
少
々

 

・
作
り
方

①
ト
マ
ト
は
８
㍉
幅
の
半
月

切
り
に
す
る
。モ
ッ
ツ
ァ
レ

ラ
チ
ー
ズ
は
ト
マ
ト
と
同

じ
大
き
さ
に
切
る
。

②
皿
に
ト
マ
ト
、チ
ー
ズ
を

交
互
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
並

べ
、
鯖
薫
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
を
か

け
、
か
い
わ
れ
菜
を
飾
る
。

「
鯖
薫
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」で

簡
単
お
も
て
な
し
料
理

【
製
造
者
】（
有
）ア
ル
ガ
マ
リ
ー
ナ

千
葉
県
南
房
総
市
和
田
町
海
発

一
九
六
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
７
０
―

４
７
―

５
４
７
７

鯖燻アヒージョ
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北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福岡県

長野県・新潟県・富山県・石川県・福井県

山梨県・愛知県・岐阜県・静岡県・三重県

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県

福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県

大阪府・兵庫県・京都府・滋賀県・奈良県・和歌山県・岡山県・広島県・
鳥取県・島根県・山口県・徳島県・香川県・愛媛県・高知県

令和元年度　香和会 行事予定表 （開催日順） 

令和元年度  聖朋会 総会  開催予定

〈お問い合わせ〉  聖徳大学 香和会  TEL/FAX：047-366 - 5084   　E- ma i l：kouwakai@seitoku.ac.jp

日（土）

日（日）

日（日）

日（日・祝）

日（土）

日（土）

日（日）

12：00〜14：00
（11：30～受付）

13：30〜15：30
（13：00～受付）

13：30〜15：30
（13：00～受付）

13：30〜15：30
（13：00～受付）

12：00〜14：00
（11：30～受付）

12：00〜14：00
（11：30～受付）

12：00〜15：00
（11：30～受付）

北海道・東北支部
※後援会（東北（北）支部）の前日開催

北陸・上信越支部
※後援会（新潟地区支部）と同日開催

甲州・中部・東海支部
※後援会（甲信地区支部）と同日開催

北関東支部（合同）南関東支部
※後援会（東京地区・茨城県支部）と同日開催

九州・沖縄支部

近畿・中国・四国支部

第52回 香和会 総会

②

①

③

⑤

④

⑥

場所  岩手県盛岡市　ホテルメトロポリタン・ニューウィング１階「対い鶴」

場所  新潟県長岡市　長岡小嶋屋殿町本店

場所  山梨県甲府市　ホテル談露館

場所  聖徳大学10号館14階「ローカス」

場所  沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ8階 「Sea,s（シーズ）」

場所  大阪府大阪市　ホテル阪急インターナショナル2階中華料理 「春蘭門」

場所  東京都台東区　上野精養軒 （東京都台東区上野公園4-58）

9

9

10

11

11

12

8

7

1

20

3

2

14

4

月

月

月

月

月

月

月

●日時：6月22日（土） 　総会／14：00〜　●場所：取手聖徳女子中学校・高等学校 会議室

　

本
学
と
新
京
成
電
鉄
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
に
よ
る

「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
９
」
が
三
月
二
十
三
日

（
土
）、
鎌
ヶ
谷
市
民
会
館
き
ら

り
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
本
学
と

新
京
成
電
鉄
と
の
春
の
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
五
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
当
日
は
、
十
三
時

と
十
五
時
三
〇
分
開
演
の
両
公

演
と
も
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
の
方
ま
で
満
員
の
お
客
さ

ま
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
音
楽
学
部
演
奏
学

科
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
、声
楽
・

オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
、
音
楽
総
合
学

科
音
楽
指
導
コ
ー
ス
の
学
生
に

加
え
、
卒
業
生
お
よ
び
教
員
の

出
演
に
よ
り
、
有
名
な
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。「
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
」「
イ
ー

ス
タ
ー
パ
レ
ー
ド
」「42nd

ス

ト
リ
ー
ト
」「
キ
ャ
バ
レ
ー
」「
チ

キ
・
チ
キ
・
バ
ン
・
バ
ン
」「
マ
ン

マ
・
ミ
ー
ア
！
」か
ら
全
六
曲
を
、

ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、コ
ー

ラ
ス
で
の
歌
声
と
お
芝
居
や
ダ

ン
ス
な
ど
を
交
え
て
披
露
し
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
で
は
、

出
演
者
が
観
客
と「
チ
キ
・
チ

キ
・
バ
ン
・
バ
ン
」を
一
緒
に
歌

う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声
援
を
送

ら
れ
、
公
演
後
の
学
生
た
ち
は

充
実
感
あ
ふ
れ
た
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

聖
徳
大
学
と
新
京
成
電
鉄
の

コ
ラ
ボ
企
画
は
、
今
後
も
継
続

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

第98回 関東学生陸上競技対校選手権大会
出場！

　5月25日（土）に開催された第98回関東学生陸上競技対校選手権大会に、
厳しい参加標準記録を突破した大西夏帆さん（人間栄養学部1年）が女子
3000㍍障害に出場いたしました。
　関東学生陸上競技対校選手権大会は1919年（大正8年）に創設され、通
称「関東インカレ」と呼ばれ、箱根駅伝と並ぶ関東学生陸上競技連盟主催
の二大イベントの一つです。
　大西選手は、同種目で来年度の日本学生陸上競技選手権大会の標準記
録の突破を目指しています。

●3000㍍障害とは？
　400㍍のトラックにおいて3000㍍を走る間に、障害（女子の高さ：76.2㌢）を
計28回、水濠を7回越えることがルールとなっています。一般的に3000㍍ SC
と表記され、SCとはSteeplechaseの略です。

（聖徳大学陸上競技部　監督　佐藤　信春）

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ◯28

http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6
大会結果は陸上競技部ホームページをご覧ください。

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

　
聖
徳
大
学
×
新
京
成
電
鉄

　2月22日（金）、23日（土）に東京ビッグサイトで行われた“Slush Tokyo 2019”。これは、企業と
テクノロジーの祭典で、世界中から幅広い分野のスタートアップ、投資家、ビジネスパーソン、
学生がそれぞれの夢やビジョンを持って集結します。
　今年は参加者8000人、投資家250人、起業家600人、記者300人が集まり、スペシャルゲスト
として小池百合子東京都知事が登壇しました。2日間で70以上のプログラムが実施され、各ス
テージでは有名企業が創業の経緯や各業界の未来をテーマにセッションが行われました。
　ボランティアは、世界51カ国から600名が集まり、海外からの来場者に英語で対応します。
本学からは、児童学部4年の小野寺真里さんと西山葵さん、人間栄養学部3年の田崎利恵さん、
文学部3年の長野栞さんと梅田翔子さん、看護学部3年の泉澤智子さんの6名が参加しました。
　泉澤さんは、会場案内チームとして「おもてなし」をモットーに、チーム内で連絡を密に取り
ながら仕事をこなしました。
　「スタートアップや運営者側から意見を求められることもあったので、自分の意見を伝える
努力も必要でした。特に痛感したのが英語の微妙なニュアンスの理解が必要ということです。
英語が第二外国語の参加者も多数いるため、いかに相手にわかりやすく伝えるかを考えました。」
　スケジュール管理チームだった西山さんは、メインステージで話す国内外のスピーカーたち
が、どの交通手段で来場し、何時から何時まで会場にいるのかをメールで確認しました。
　「このチームを選んだ理由は、少しでも多くのCEOと話してみたいと思ったからです。私の
チームは半分以上が外国人でしたので、すべての連絡が英語で行われました。このイベントに
参加して、ビジネスについて学んだのと同時に今後女性として社会で働くことの大切さを考え
させられました。」
　学生たちはこれを機に、“Slush Tokyo”のボランティアコミュニティーに今後も参加し、世界
を広げるアクティビティーが続いていきます。
　“Slush Tokyo”のボランティアは、自分の英語のレベルによって担当する仕事を選ぶことが
できますので、語学力を心配せず挑戦できます。来年も募集が予定されていますので、興味のあ
る学生はいつでも語学教育センターまでおいでください。

（語学教育センター　副センター長　中里　菜穂子）

語学教育センターだより

英語を使ってボランティア
～ 世界最大級のスタートアップイベント
“Slush Tokyo 2019”に
本学学生が参加 ～

監督手作りの障害で練習に励む 3000㍍障害を走る大西選手（右端）
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

二
〇
一
九
年
度 

入
学
式

― 

夢
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

―

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

四
月
七
日（
日
）、本
校
の
入

学
式
が
、聖
徳
大
学
の
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
桜
が

満
開
と
な
り
華
々
し
い
雰
囲
気

の
中
、や
や
緊
張
し
た
面
持
ち

の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
辞
に
お
い
て
川
並
順
校
長

は
、「
自
ら
制
限
を
作
る
こ
と
な

く
、無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、夢

の
実
現
の
た
め
に
二
年
間
ま
た
は

三
年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
エ
ー
ル

に
応
え
る
よ
う
に
新
入
生
代
表

が
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
校
に
て
社
会
で
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
力
を
身
に
付
け
、ど

こ
に
も
負
け
な
い
素
敵
な「
せ

ん
せ
い
」に
成
長
で
き
る
よ
う
、

教
職
員
一
同
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

春
う
ら
ら
か
な
四
月
九
日

（
火
）、
第
三
十
七
回
入
学
式
が

厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。附
属

女
子
中
学
校
新
入
生
五
十
六
名
、

附
属
女
子
高
校
新
入
生
百
三
十 

一
名
が
満
開
の
桜
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
正
門
を
く
ぐ
り
、
新
し

い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
新
入
生
た
ち
は
、

期
待
と
不

安
を
抱
き

な
が
ら
当

日
を
迎
え

た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

　

入
学
式

の
荘
重
な

雰
囲
気
の

中
、
川
並

芳
純
校
長

が
入
学
許

　

中
学
生
は
四
月
十
二
日（
金
）

か
ら
十
四
日（
日
）ま
で
、
高
校

生
は
十
四
日（
日
）か
ら
十
六
日

（
火
）ま
で
、ホ
テ
ル
日
航
成
田

で
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
新
し
い
学
校
生

活
の
中
で
、
学
習
の
進
め
方
を

考
え
る
有
意
義
な
体
験
で
し
た
。

可
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
学

園
長
告
辞
、
校
長
式
辞
に
続
い

て
、
来
賓
か
ら
も
多
く
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
学
式
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

で
は
、
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ

た
新
入
生
た
ち
が
、
新
し
い
出

会
い
を
喜
び
、
早
く
も
友
人
と

の「
和
」を
築
く
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
子
会
食

が
あ
り
、
集
合
写
真
の
撮
影
と

親
子
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
担
任
の
先
生
と
の
出

会
い
も
、こ
れ
か
ら「
和
」と
な
り

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

下
校
時
に
は
、
在
校
生
に
よ

る
新
入
生
歓
迎
と
入
部
の
勧
誘

を
兼
ね
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
生
徒
玄
関
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
と
保
護

者
は
、
在
校
生
た
ち
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
足
ど
り
も
軽
や
か
に

正
門
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
初
め
て
の「
学
び
」

に
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
勉
強
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
田
国
際
空
港
の
整
備
場
見
学

で
は
、
現
場
で
働
い
て
い
る
方

の
話
を
聞
い
た
り
、
機
体
の
整

備
に
あ
た
っ
て
い

る
様
子
を
見
学
し

た
り
と
、
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し

た
。
皆
、
目
を
輝

か
せ
て
見
学
し
て

い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

高
校
生
は
国

語
・
数
学
・
英
語
の

授
業
を
通
じ
て
、

授
業
の
受
け
方
だ

け
で
な
く
、
予
習
・
復
習
の
進

め
方
や
課
題
発
見
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
日
々
の
勉
強
の

積
み
重
ね
が
、
今
後
の
進
路
に

生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
実
感

で
き
た
よ
う
で
す
。

　
「
新
聞
学
習
」で
は
、
新
聞
の

読
み
方
を
通
じ
て
文
章
の
ま
と

め
方
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は

新
聞
を
読
む
こ
と
に
慣
れ
て
い

な
か
っ
た
生
徒
も
、
興
味
の
あ

る
記
事
を
見
つ
け
出
し
、
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

で
は
、
将
来
の
夢
を
叶
え
る
た

め
に
ど
の
よ
う
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
け
ば

良
い
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
探
究
心
」が
新
し
い
学
び
の

鍵
に
な
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
た

二
泊
三
日
で
し
た
。

新
入
生
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
三
十
七
回 

入
学
式

●
取
引
業
者
関
係

三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン  

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

代
表
取
締
役
社
長　

竹
谷　

紀
之　

様

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

松
井　

栄
一　

様

●
法
人
役
員
関
係

四
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純	

様

（
六
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

丸
山　

征
治	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

柴
田　

キ
ヨ
子	

様
（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

五
、〇
〇
〇
円

　

反
町　

満
美	

様

●
附
属
小
学
校
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

萩
原　

和
男	

様

●
香
和
会
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学　

香
和
会　
様

　

菊
池　

重
幸	

様　

一
〇
三
冊

　

匿
名
希
望
者　

七
件　

四
三
九
冊

学
園
創
立
八
十
五
周
年
・
川
並
香
順
先
生
生
誕
百
二
十
年
記
念

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

「
Ｓ
ｅ
ｉ
ｔ
ｏ
ｋ
ｕ
古
本
募
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
附
属
幼
稚
園
関
係

五
、〇
〇
〇
円

　

富
樫　

俊
一	

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

父
母
の
会	

様

●
多
摩
中
央
幼
稚
園
関
係

八
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

父
母
の
会	

様

●
同
窓
会
連
合
会
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学　

香
和
会	

様

（
二
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
菊
水
会	

様

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
聖
和
会	

様

一
五
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・

　

高
等
学
校
同
窓
会　

聖
朋
会　
様

四
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

同
窓
会　

か
を
り
会	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

同
窓
会　

菊
水
会	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　

同
窓
会　

す
な
お
会	
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

　

同
窓
会　

知
水
会	

様

●
教
職
員
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

妙
子	

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

順	

様

　

川
並　

麻
里	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

珠
緒	

様

（
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

九
、〇
〇
〇
円

　

金
子　

清
美	

様
（
二
七
、〇
〇
〇
円
）

三
、〇
〇
〇
円

　

上
坂　

真
奈
美	

様
（
一
九
、〇
〇
〇
円
）

　

廣
田　

真
樹
子	

様
（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

髙
橋　

英
雄	

様

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
三
四
七
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

● 

合
計

三
八
件	

三
三
、一
二
二
、〇
〇
〇
円

● 

累
計

二
一
七
件	

四
五
、四
二
三
、二
六
九
円

● 

合
計

一
件	

三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

● 

累
計

一
七
件	
三
三
、六
一
八
、五
〇
〇
円

● 

合
計	

八
件（
五
四
二
冊
）

	

一
三
、四
五
六
円

● 

累
計	

二
四
件（
二
、二
一
三
冊
）

	

四
六
、一
一
二
円

● 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

●

東
京
聖
徳
学
園　
募
金
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
． ０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  http://w

w
w

.seitoku.jp
/bokin/

聖徳 募金
検 索 ▲

　

四
月
四
日（
木
）、
五（
金
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、
新
入
生
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
学
生
生
活
へ
の
不
安

を
取
り
除
き
ス
ム
ー
ズ
に
新
生

活
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
、カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
単
位
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
委
員
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
も

あ
り
、初
日
の
ク
ラ
ス
ア
ワ
ー
が

終
わ
る
頃
に
は
新
入
生
同
士
が

早
速
仲
良
く
な
っ
て
打
ち
解
け

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
日（
月
）か
ら
授
業
が
開

始
し
、
二
十
日（
土
）に
は
二
、

三
年
生
と
合
同
で
聖
徳
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
デ
イ（
新
入
生
と
上

級
生
に
よ
る
親
睦
会
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
学
び
の
意
欲
を
よ

り
高
め
る
べ
く
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ッ
プ
の
説
明
や
異
学
年
交

流
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
企

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

学
生
生
活
に
弾
み
が
つ
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

  

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

　

今
春
、松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
七
号

館
一
階
の
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
は
、居

心
地
の
良
い
空
間
へ
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

木
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
机

や
、か
わ
い
ら
し
い
色
使
い
で

統
一
さ
れ
た
椅
子
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

学
生
の
意
見
を
も
と
に
選
ば

れ
た
家
具
は
、イ
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
る
も
の
で
す
。
一

人
で
過
ご
す
時
も
、友
達
と
過

ご
す
時
も
心
地
よ
く
過
ご
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、一
人
掛
け

の
椅
子
が
多
く
、移
動
し
や
す

い
机
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
は
、

同
窓
会
や
後
援
会
、お
取
引
企

業
、教
職
員
の
ご
支
援
に
よ
り

実
現
し
ま
し
た
。
頂
き
ま
し
た

ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

第
二
弾（
七
号
館
八
階
学
生
食

堂
ア
コ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
）・
第
三
弾
と
計
画
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続

き
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
『
聖
徳
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』読
者
の

皆
さ
ま
も
、松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
越
し
の
際
は
、新
し
く
な
っ
た

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
で
ほ
っ
と
一
息
、

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画　

第
一
弾

～
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
～

募
金
だ
よ
り
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本
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
導
入
や
、
吹
奏
楽
部
・
駅

伝
部
推
薦
入
試（
高
校
）の
開
始

な
ど「
新
取
手
ス
タ
イ
ル
」を
掲

げ
て
の
新
入
生
募
集
が
終
わ
り
、

桜
も
咲
き
そ
ろ
い
始
め
た
四
月

三
日（
水
）、中
学
校
第
三
十
六
回

お
よ
び
高
等
学
校
第
三
十
七
回

の
入
学
式
が
合
同
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
た
り
お
祝
い

の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
り
し
た

際
の
新
入
生
の
返
答
の
声
量
が

例
年
注
目
さ
れ
ま
す
が
、一
人
ひ

と
り
か
ら
返
さ
れ
る
元
気
な
声

に
、
来
賓
の
方
々
も
精
鋭
な
新

入
生
が
そ
ろ
っ
て
い
る
印
象
を

受
け
た
よ
う
で
す
。

　

式
後
は
家
庭
ご

と
に
テ
ー
ブ
ル
に

着
き
、
最
初
の
会

食（
赤
飯
な
ど
）を

と
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
生
徒
と

保
護
者
に
分
か
れ

て
、
学
年
主
任
の

時
間
・
各
担
任
の

　

四
月
八
日（
月
）か
ら
十
日

（
水
）ま
で
、
新
入
生
は
二
泊
三

日
の
聖
徳
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ズ

キ
ャ
ン
プ（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）に
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
宿
泊
先
は

学
校
か
ら
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
筑
波
山
京
成
ホ
テ
ル（
茨

城
県
つ
く
ば
市
）で
、
従
来
の

長
野
県
よ
り
も
近
く
な
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
中
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
筑
波
山
頂
の
散
策
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
交
互
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
卒
業
後
の

進
路
に
至
る
ま
で
の
展
望
を
共

有
し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
玄
関
付
近
は
、
在
校

生
た
ち
の
部
活
動
へ
の
勧
誘
の

声
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、呼
び

声
に
足
を
止
め
る
親
子
に
疲
れ

の
表
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
式
場
掲
示
の
前
で
の
記

念
撮
影
を
明
和
会（
生
徒
会
）の

生
徒
た
ち
が
手
伝
う
姿
も
見
ら

れ
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
方
面
か
ら
贈
ら
れ
た
祝
電

は
、
入
学
式
後
も
玄
関
に
一
週

間
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
で

は
、
各
出
身
校
か
ら
の
祝
電
は
、

恩
師
の
姿
や
名
前
が
入
っ
た
力

作
も
多
く
、
新
入
生
だ
け

で
な
く
在
校
生
も
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

掲
示
終
了
後
、
各
出
身

校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
新
し
い
担
任
か
ら
受

け
取
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

新
旧
の
先
生
の
気
持
ち

を
胸
に
大
事
そ
う
に
持

ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
の
活
動
は
、
好
ま

し
い
人
間
関
係
の
構
築
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
構
成
的
グ
ル
ー

プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー〈
Ｓ
Ｇ
Ｅ
〉）

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
推
進
し
て
い
る
探
究
学

習
に
臨
む
た
め
の
基
盤
で
も
あ

り
、
授
業
に
お
け
る
多
様
性
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

グ
ル
ー
プ
内
で

の
協
働
性
を
高

め
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の

レ
ッ
ス
ン
と
し

て
、
挨
拶
の
基

本
、
傾
聴
の
技

法
、
攻
撃
的
で

は
な
い
自
己
主

張
を
す
る
た
め

の
や
り
と
り
な

ど
を
習
得
し
、
生
活
上
の
能
力

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
）の
向
上

を
短
期
間
で
図
り
ま
し
た
。
初

日
は
恐
る
恐
る
参
加
し
て
い
た

生
徒
た
ち
も
、
最
終
日
に
は
ク

ラ
ス
単
位
で
の
積
極
的
な
集
団

討
議
や
協
働
作
業
が
で
き
る
ま

で
の
進
歩
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｆ
Ｃ
終
了
後
も
、
互
い
に

声
を
掛
け
合
っ
た

り
助
け
合
っ
た
り

す
る
姿
勢
が
随
所

で
見
ら
れ
、プ
ロ
グ

ラ
ム
の
効
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。好
調

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
新
中
学
生・
新
高

校
生
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
健
や
か
で

爽
や
か
な
成
長
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

入
学
式

聖
徳
フ
レ
ッ
シ
ュメ
ン
ズ
キ
ャン
プ

（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

保
育
参
観
試
食
会

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

本
園
で
は
毎
年
五
月
に
保
育

参
観
試
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
は
、
午
前
中
に
ク
ラ
ス
の

様
子
を
見
た
後
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
給
食
を
試
食
し
ま
す
。

　

入
園
・
進
級
し
て
約
一
カ
月
が

経
ち
ま
す
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
も

先
生
や
友
達
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
待
ち
に

待
っ
た
給
食
の
時
間

に
な
る
と
、
親
子
で
向

か
い
合
っ
て
席
に
着

き
、
全
員
で「
い
た
だ

き
ま
す
」の
挨
拶
を
し

て
給
食
を
頂
き
ま
す
。

保
護
者
と
一
緒
だ
と
、
子
ど
も

た
ち
は
い
つ
も
以
上
に
張
り

切
っ
て
食
べ
、
中
に
は
う
れ
し

そ
う
に
お
か
わ
り
す
る
幼
児
も

い
ま
す
。
苦
手
な
食
べ
物
で
も
、

保
護
者
が
付
き
添
う
と
頑
張
っ

て
頂
く
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も

た
ち
で
す
。「
お
母
さ
ん
と
一
緒

だ
か
ら
お
い
し
い
ね
！
」「
今
日

は
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お
給
食

が
頂
け
て
う
れ
し
い
ね
！
」と
、

ど
の
子
ど
も
も

に
こ
に
こ
笑
顔

で
す
。

　

食
後
は
、
親

子
で
正
し
い
箸

の
持
ち
方
を
練

習
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
輪

ゴ
ム
を
使
っ
て

指
に
箸
を
固
定

し
、動
か
す
練
習
を
し
ま
す
。
保

護
者
に
は
、
子
ど
も
へ
の
援
助

方
法
に
つ
い
て
教
員
が
見
本
を

示
し
て
伝
え
ま
す
。
親
子
で
真

剣
に
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
正
し
い
箸
の
持
ち
方
を

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
身
に

付
け
る
た
め
に
は
家
庭
で
の
指

導
も
大
切
な
た
め
、
協
力
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ

と
で
、
保
護
者
の
意
識
も
以
前

に
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年
に
一
回
開
催

し
て
い
る
保
育
参
観
試
食
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
日
頃
食
べ
て
い

る
給
食
の
様
子
を
見
た
り
、
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
の
で
き

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
園
生
活

に
慣
れ
て
き
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
明
け
の
五
月
に
な
る
と
、

年
長
組
は
府
中
市
郷
土
の
森
公

園
へ
、
年
中
組
・
年
少
組
は
新
し

く
入
園
し
た
ば
か
り
の
園
児
も

い
る
た
め
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
も
目
的
に
し
て
親
子

で
新
宿
御
苑
へ
遠
足
に
行
き
ま

す
。
今
年
は
、
年
長
組
は
五
月
九

日（
木
）、
年
中
・
年
少
組
は
五
月

十
五
日（
水
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
長
組
は
、
子
ど
も
た
ち
と

教
職
員
だ
け
で
初
め
て
観
光
バ

ス
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
す
。
郵
便

局
、
小
学
校
、
役
場
、
薬
屋
な
ど

昔
の
建
物
を
見
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
展
示
さ
れ
て
い
る

五
月
人
形
を
見
た
り
し
な
が
ら

広
い
公
園
の
中
を
散
策
し
ま
す
。

梅
園
を
通
り
抜
け
、
各
都
道
府

県
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
県

木
園
コ
ー
ナ
ー
に
行
き
、「
東
京

の
木
は
ど
れ
？
」「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
と
こ
ろ
の
木
は
こ
れ
だ
！
」

「
こ
れ
は
ど
こ
の
木
な
の
？
」な
ど

木
の
種
類
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ

の
県
の
木
な
の
か
興
味
を
持
っ

て
見
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
い

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
体
験
館
で

は
、
昔
な
が
ら
の
竹
馬
に
挑
戦

し
た
り
、
木
製
の
動
物
の
乗
り

物
な
ど
に
乗
っ
て
遊
ん

だ
り
、「
ま
い
ま
い
ず
井

戸
」の
渦
巻
き
状
の
小

径
を
上
り
下
り
し
た
り

し
て
、
昔
の
生
活
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
大
感

激
で
し
た
。

　

年
中
・
年
少
組
は
、
親

子
で
そ
ろ
っ
て
現
地
へ

集
合
し
ま
す
。
広
い
公

園
の
芝
生
の
上
で
親
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
よ
う
な
遊

び
を
し
た
り
、「
む
っ
く
り
く
ま

さ
ん
」や「
も
り
の
こ
み
ち
」と
い

う
集
団
遊
び
で
は
、
広
い
と
こ

ろ
を
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
に

捕
ま
ら
な
い
よ
う
に
一
所
懸
命

逃
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。そ

の
後
、
年
少
組
は
、
親
子
で
一
緒

に
バ
ラ
園
や
池
の
周
り
を
散
策

し
て
大
き
な
鯉
を
見
て
大
喜
び

し
て
い
ま
し
た
。
年
中
組
は
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
散
策
に
行
き
、

そ
の
間
保
護
者
は
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
春
の
遠
足
な
ら

で
は
の
活
動
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
春
の

自
然
の
中
で
遊

ぶ
経
験
は
ま
だ

少
な
い
た
め
、
こ

の
機
会
を
大
切

に
し
、
自
然
の
中

で
の
遊
び
を
楽

し
め
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

春
の
遠
足

お給食おいしいね！

　

三
月
二
十
三
日（
土
）か
ら

二
十
七
日（
水
）に
か
け
て
、
六

年
生（
当
時
五
年
生
）に
よ
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
修
学
旅
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
体
験
学
習
は
、
事

後
に
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て

学
習
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
四
月
十
六
日（
火
）に
修

学
旅
行
を
振
り
返
る
座
談
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
六
年
生
有

志
と
引
率
し
た
粟
谷
泰
知
教
諭

で
す
。
開
口
一
番
、「
ナ
イ
ト
サ

フ
ァ
リ
が
楽
し
か
っ
た
」「
シ
ー
・

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
が
よ
か
っ
た
」と

観
光
で
訪
れ
た
動
物
園
や
水
族

館
に
つ
い
て
の
感
想
が
飛
び
交

い
ま
し
た
。ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ

は
夜
だ
け
開
園
す
る
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
。シ
ー
・
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

は
、セ
ン
ト
ー
サ
島
に
あ
る
巨

大
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
マ
リ
ン
・
ラ

イ
フ
・
パ
ー
ク
」に
あ
る
世
界
最

大
級
の
水
族
館
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
観
光
産
業
に
力
を
入

れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
、
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

続
い
て
、「
そ
ば
や
寿す

司し

、
み

そ
汁
が
お
い
し
か
っ
た
」と
の

発
言
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
日
本
に
は
四
季
が
あ
る
」

な
ど
、
海
外
を
体
験
す
る
こ
と

で
日
本
の
良
さ
を
再
発
見
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
ほ
か
、「
道
に
ご
み
が

落
ち
て
い
な
か
っ
た
」「
マ
リ
ー

ナ
ベ
イ・
サ
ン
ズ・
ホ
テ
ル
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
す
ご
か
っ
た
」

「
高
層
ビ
ル
や
夜
景
に
感
動
し

た
」等
々
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
良
さ
を

見
習
う
と
と
も
に
、
日
本
の
良

さ
を
再
発
見
し
よ
う
」と
い
う

の
が
今
回
の
座
談
会
の
結
論
と

な
り
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
見
習
い
、
日
本
を
再
発
見

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
修
学
旅
行
座
談
会

ブログ記事
「シンガポール

修学旅行写真館」は
こちらへ

植物園「ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ」にて

筑波山へ

SFCレッスン中
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聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

大
好
き
な
お
給
食

　

幼
稚
園
で
は
、
家
庭
と
は
違

う
味
に
親
し
む
こ
と
、
偏
食
の

矯
正
、
食
事
の
マ
ナ
ー
の
習
得

な
ど
の
ね
ら
い
か
ら
、
完
全
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
四
月
十
八
日（
木
）か
ら
、

給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
給
食
を
と
て
も
楽
し

　

入
園
・
進
級
を
し
て
一
週
間

ほ
ど
経
つ
と
、
幼
稚
園
で
は
本

給
食
へ
の
期
待
を
持
た
せ
る
た

め
に
、
な
ら
し
給
食
を
二
回
行

い
ま
す
。
献
立
は
食
べ
や
す
い

お
や
つ
程
度
の
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

四
月
十
五
日（
月
）に
一
回
目

の
な
ら
し
給
食
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
を
は
さ
ん
だ
ク
ラ
ッ

カ
ー
サ
ン
ド
で
し
た
。
新
入
園

児
に
は
、
手
洗
い
の
仕
方
を
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
指

導
し
ま
す
。
満
三
歳
児
パ
ン
ダ

組
や
年
少
児
桜
組
で
は
、
蛇
口

の
開
け
方
や
閉
め
方
が
ま
だ
自

分
で
で
き
な
い
幼
児
が
多
い
た

め
、
一
緒
に
や
り
な
が
ら
身
に

付
く
よ
う
に
教
え
ま
す
。

　

近
年
で
は
自
動
水
洗
式（
手

を
出
せ
ば
自
然
と
水
が
出
る
）

の
家
庭
も
多
く
、
蛇
口
を
ひ
ね

る
経
験
が
な
い
ま
ま
入
園
す
る

幼
児
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

み
に
し
て
い
て
、
給
食
が
始
ま

る
前
か
ら
、「
今
日
は
給
食
あ
り

ま
す
か
？
」と
毎
日
聞
い
て
い
る

く
ら
い
で
し
た
。園
庭
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
、
机
に
並
ん
で
い
る

給
食
に
、「
今
日
は
何
か
な
？
」

「
お
い
し
そ
う
！
」「
早
く
食
べ

た
い
！
」
と
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

桜
組（
年
少
組
）は
、
み
ん
な

が
揃
う
の
を
待
て
ず
に
食
べ

始
め
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
が
食

べ
終
わ
る
と
席
を

立
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
子
ど
も
も

い
ま
し
た
が
、
み

ん
な
で
食
事
を
す

る
こ
と
の
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

梅
組（
年
中
組
）

や
松
組（
年
長
組
）

は「
お
箸
の
持
ち

方
、
上
手
に
な
っ

た
よ
」「
三
角
食
べ

す
る
ん
だ
よ
ね
」

　

本
園
で
は
、
家
庭
で
行
う
し

つ
け
の
参
考
に
、
附
属
四
園
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
冊
子「
小
さ
い
と

き
に
お
ぼ
え
て
お
き
た
い
生
活

の
や
り
方
」を
入
園
前
に
配
付

し
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
良

い
生
活
習
慣
が
身
に
付
く
の
か
、

保
護
者
は
ど
の
よ
う
に
教
え
れ

ば
良
い
の
か
が
わ
か
り
や
す
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
回
目
の
な
ら
し
給
食
で
は
、

手
洗
い
の
後
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
給
食
の
う
た
」を
歌
い
、
皆
で

「
い
た
だ
き
ま
す
」の
挨
拶
を
し

て
か
ら
ク
ラ
ッ
カ
ー
サ
ン
ド
を

食
べ
ま
し
た
。「
お
い
し
い
ね
」

「
あ
ま
い
ね
」と
口
々
に
う
れ
し

そ
う
に
言
い
な
が
ら
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　

四
月
十
六
日（
火
）は
二
回
目

の
な
ら
し
給
食
が
あ
り
、オ
レ

ン
ジ
ゼ
リ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
ス
プ
ー
ン
の
持

ち
方
を
先
生
が
確
認
し
、
皆
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
ら
し
給
食
を
経
験
し
た
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
本
給
食
へ

の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に

付
け
正
し
い
箸
使
い
が
で
き
る

よ
う
に
教
職
員
一
同
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

と
家
庭
や
幼
稚
園
で
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
実
践
し
な
が
ら
、

友
達
と
楽
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
見
た
目
の
印

象
か
ら
食
べ
よ
う
と
し
な
い
子

ど
も
が
い
ま
す
が
、
先
生
が「
一

口
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
ね
」と

口
に
運
ぶ
と
、「
食
べ
ら
れ
た
！
」

「
お
い
し
い
！
」と
言
っ
て
自
分

で
食
べ
始
め
、
い
つ
の
間
に
か

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

自
園
で
作
っ
て
い
る
給
食
は

温
か
く
お
い
し
い
の
で
、
子
ど

も
た
ち
は
よ
く
食
べ
、
お
か
わ

り
を
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。

園
バ
ス
を
降
り
て
保
護
者
に
会

う
と
、「
給
食
、
全
部
食
べ
た
よ
」

「
給
食
お
い
し
か
っ
た
よ
」と
一

番
に
報
告
す
る
様
子
が
見
ら
れ

る
ほ
ど
で
す
。

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
が

「
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
い
」と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、マ
ナ
ー

も
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
食

育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
園
の
園
庭
は
た
く
さ
ん
の

木
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
春

は
見
上
げ
る
世
界
が
桜
で
ピ
ン

ク
色
に
染
ま
り
、秋
に
は
黄
色
の

イ
チ
ョ
ウ
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷

き
詰
め
ら
れ
、四
季
を
彩
る
景
色

に
胸
が
弾
み
ま
す
。

　

四
月
一
日（
月
）、平
成
最
後
の

桜
が
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
預

か
り
保
育
で
登
園
し
た
園
児
た

ち
み
ん
な
が
揃
い
、園
庭
に
飛
び

出
し
一
目
散
に
め
が
け
て
い
っ

た
の
は
汽
車
の
遊
具
。
そ
こ
に

乗
っ
て
上
を
向
く
と
、満
開
の
桜

の
花
。
雲
一
つ
な
い
空
の
色
と

桜
の
ピ
ン
ク
色
が
何
と
も
美
し

く
、「
き
れ
い
だ
ね
」と
園
児
の
言

葉
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

四
月
四
日（
木
）、桜
咲
く
春
の

暖
か
な
日
差
し
の
中
、新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

入
園
式
で
は
、真
新
し
い
少
し

大
き
め
の
制
服
を
着
た
、不
安
そ

う
な
表
情
の
新
入
園
児
が
登
園

し
て
き
ま
し
た
。
川
並
知
子
総

園
長
や
川
並
珠
緒
園
長
が
手
作

り
の
絵
本
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

（
紙
人
形
劇
）を
使
っ
て
お
話
を

始
め
る
と
、落
ち
着
か
な
か
っ
た

園
児
も
興
味
を
示
し
、指
人
形
を

使
っ
た
歌
も
楽
し
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
、温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
入
園
式
が

終
わ
り
ま
し
た
。

　

一
週
間
も
経
つ
と
、風
に
乗
っ

て
桜
が
散
り
始
め
ま
す
。
そ
の
桜

吹
雪
を
懸
命
に
追
い
か
け
た
り
、

花
び
ら
を
拾
い
集
め
て
紙
に
貼

り
再
び
満
開
の
桜
を
描
い
た
り

と
、園
児
た
ち
の
あ
そ
び
は
さ
ま

ざ
ま
に
変
化
し
て
い
く
の
で
す
。

　

四
月
六
日（
土
）に
入
園
式
を

終
え
、翌
週
か
ら
い
よ
い
よ
新

入
園
児
の
幼
稚
園
が
始
ま
り
ま

し
た
。
八
日（
月
）と
九
日（
火
）

の
二
日
間
は
、パ
ン
ダ
組（
満
三

歳
児
）、桜
組（
三
歳
児
）、そ
し

て
梅
組（
四
歳
児
）の
新
入
園
児

だ
け
で
登
園
し
ま
す
。
大
声
で

泣
い
た
り
、か
ば
ん
を
玄
関
に

置
い
た
ま
ま
遊
び
始
め
た
り
、

脱
い
だ
靴
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

玄
関
の
扉
が
少
し
で
も
開
い
た

ら
外
へ
出
そ
う
に
な
っ
た
り
と
、

園
児
の
自
由
な
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
園
で
は
約
八
割
が
バ
ス
を

利
用
し
て
い
て
、バ
ス
停
で
も

い
ろ
い
ろ
な
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

泣
い
て
い
る
園
児
が
い
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、涙
を
流
し
て
わ
が

子
を
送
り
出
し
て
い
る
保
護
者

も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
稚

　

午
後
か
ら
は
進
級
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、一
つ

ず
つ
学
年
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、先
生
に

新
し
い
ク
ラ
ス
の
バ
ッ
ジ
を
付

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
先
生
、

赤
い
バ
ッ
ジ
に
な
っ
た
よ
」「
緑

色
の
バ
ッ
ジ
だ
ね
」な
ど
組
別
章

を
触
り
な
が
ら
、先
生
や
友
達
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
新
入
園
児

と
は
違
い
、進
級
園
児
は
落
ち
着

い
て
式
に
参
加
し
、園
長
の
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
幼
稚
園
生
活
を
通

し
て
園
児
の
成
長
が
感
じ
ら
れ

る
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、平
成
か
ら
令
和
に

元
号
が
変
わ
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
、教
職
員
も
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
入
園
式
や
進
級
式
を

迎
え
ま
し
た
。
提
供
す
る
保
育

の
内
容
を
改
め
て
見
直
し
、園
児

一
人
ひ
と
り
が「
楽
し
か
っ
た
」

と
降
園
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。
満
開
の
桜
の
よ
う
な
、

温
か
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幼
稚
園

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

季
節
の
訪
れ
は
園
庭
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
階
の
窓
か

ら
の
眺
め
も
絶
景
で
す
。
春
は

桜
の
ピ
ン
ク
、夏
は
木
々
の
深

緑
、秋
は
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色
の
世

界
に
塗
り
替
わ
り
ま
す
。
目
に

す
る
色
に
う
っ
と
り
し
な
が
ら
、

短
い
盛
り
を
満
喫
で
き

る
の
は
二
階
ク
ラ
ス
の

特
権
な
の
で
す
。

　

園
舎
が
建
ち
三
十
八

年
の
年
月
が
経
っ
た
今

で
も
、私
た
ち
を
見
守

り
続
け
る
園
庭
の
木
々
。

毎
年
心
躍
る
季
節
限
定

の
特
別
な
贈
り
物
。
新

し
い
時
代
へ
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
も
変
わ
ら

ぬ
美
し
さ
を
、こ
れ
か

ら
も
本
園
の
伝
統
と
し

て
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。

園
に
到
着
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
園
児
が
自
分

の
足
で
歩
い
て
保
育
室

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
護
者
と
一
時

的
に
別
れ
て
も
、
自
分

な
り
に
気
持
ち
を
整
理

し
て
、
楽
し
い
活
動
に

気
持
ち
を
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
、
園
生

活
も
充
実
し
て
く
る
で

し
ょ
う
。

　

充
実
し
た
園
生
活
に

は
環
境
が
大
切
で
す
。

す
で
に
幼
稚
園
生
活
を

経
験
し
て
い
る
松
組

（
五
歳
児
）は
、新
入
園

児
の
お
手
本
に
な
り
ま

す
。
こ
の
日
、
預
か
り

保
育
で
登
園
し
て
い
た

五
歳
児
が
、
新
入
園
児

に「
こ
っ
ち
だ
よ
」「
大

丈
夫
？
」
な
ど
と
優
し
く
声
を

掛
け
、手
を
つ
な
い
で
保
育
室

に
連
れ
て
い
く
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
五
歳
児
も
小
さ
い
友
達
の

世
話
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
、自
信
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
園
児
の
成
長
を
促
せ

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

幼
稚
園
が

始
ま
り
ま
し
た

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

新
し
い
時
代
へ
つ
な
ぐ

桜
の
贈
り
物

も
う
す
ぐ
給
食

う
れ
し
い
な

～
な
ら
し
給
食
～

二
〇
一
九
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

～
入
園
式
・
進
級
式
～

私たちを見守る桜の木「春がきたよ！」

靴箱を教える松組 保育室まで連れていく松組
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

19.6.1 re（14,3）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第102号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セイトクの派 遣 会 社 だ か ら安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■ 聖徳大学附属小学校（共学）� ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）� ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）� ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学）� ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

ナイト 学校説明会 入試セミナー

中学校 高等学校
音楽科説明会

学校説明会 塾対象説明会
音楽科・音楽コース説明会
音楽講習会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校� ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

※6月から8月までの予定です。詳細及び9月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。
学校説明会関係行事のご案内

全
体
会

分
科
会第52回SEITOKU夏期保育大学7月27日（土）開催

令和元年7月27日（土） 10時30分〜
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口より徒歩5分）
からだとこころを育む	 （通信生含む）

一般：5,000円	 本学卒業生：4,000円	 在学生：2,500円

　私たち日本の大人は、ずっと便利な社会を求めてきました。その
結果、我が国の自動化、情報化は、世界の最先端となり、かつて経
験したことのない利便性の高い生活を手に入れることができまし
た。しかしその過程において、私たち日本の将来を担う子どもたち
が健やかに育っていくうえで、最も大切な基本的なライフスタイル
を失ってしまったのではないでしょうか。
　遊び込んでいた私たち、おいしくご飯を食べ、ぐっすり眠ってい
た私たちが、子ども時代に経験したこと、学んだこと、感じ取った
ことを、いまの子どもたちも、経験し、学び、感じ取ってほしいと
思います。仲間と一緒にからだをいっぱい使って遊びに夢中になりのめり込む子ども
を育むこと、そのためにリテラシーを高めていくこと、それがいまを生きる私たち日本
の大人の責務ではないでしょうか。

講師プロフィール：
山梨大学教育学部長・大学院教育学研究科長・教育実践創成講座（教職大学院）教授

〈著書〉「子どもの遊び・運動・スポーツ」市村出版、「よくわかる！今すぐはじめる　幼児期運
動指針実践ガイド」杏林書院、等

令和元年度 大学・短期大学部／後援会・保護者会 開催日程

　SEITOKU夏期保育大学は、幼稚園教諭、保育士、保育に関心のある皆さまを対象
として毎年夏に開催している研修会です。今年は「からだとこころを育む」を総合
テーマに、山梨大学教育学部長の中村和彦先生による講演のあとに、新幼稚園
教育要領・新保育所保育指針への対応など現場で役立つ13テーマの分科会を予定
しています。皆さまのご参加を心よりお待ちいたしております。

資料請求
・

お問い合わせ 

新幼稚園教育要領・新保育所保育指針 ～ポイントを活かす実践～

教育・保育において育みたい資質・ちから

保育のスキルアップ

〒271-0092　千葉県松戸市松戸1169	 聖徳大学生涯学習社会貢献センター
	 聖徳大学生涯学習課　Tel. 047-365-3601（直通）

URL https: //www.seitoku. jp/soa/検索

▶6月9日［日］
　10：30〜15：00

▶6月29日［土］
　13：00〜15：00

▶7月20日［土］
　13：00〜15：00

▶8月25日［日］
　11：00〜13：00

▶7月6日［土］
　13：00〜15：30

▶8月24日［土］
　10：30〜15：00

第5回 ▶6月2日［日］10：00〜

第1回 
▶7月15日［月・祝］10：00〜

第1回 
▶6月23日［日］10：00〜

第8回 ▶8月4日［日］10：00〜

第6回 ▶6月30日［日］10：00〜

第2回 
▶7月27日［土］10：00〜

第9回 ▶8月17日［土］10：00〜

第1回 
▶6月19日［水］18：00〜

第7回 ▶7月7日［日］10：00〜
第10回 ▶8月24日［土］10：00〜

▶6月23日［日］
　10：30〜15：00

▶6月15日［土］
　13：00〜15：00

▶6月1日［土］
　13：00〜15：00

▶7月13日［土］
　13：00〜15：00

▶6月29日［土］
　13：00〜15：00

▶7月20日［土］
　13：00〜15：00

看護学部 合同開催

短期大学部　保育科・総合文化学科 児童学部

看護学部 合同開催

Part1 ▶6月23日［日］9：30〜
Part2 ▶7月13日［土］9：30〜
Part3 ▶8月31日［土］9：30〜

▶7月21日［日］9：30〜
▶8月3日［土］9：30〜
▶8月18日［日］9：30〜

Part1 ▶7月13日［土］9：30〜
Part2 ▶8月10日［土］9：30〜
Part3 ▶8月31日［土］9：30〜

▶6月8日［土］9：30〜
▶6月29日［土］9：30〜

▶6月22日［土］9：30〜
▶7月13日［土］9：30〜

▶6月20日［木］10：00〜
▶6月22日［土］13：30〜
▶8月25日［日］

▶8月25日［日］
　10：30〜15：00

▶7月7日［日］
　10：30〜15：00

▶7月28日［日］
　10：30〜15：00

▶8月11日［日・祝］
　10：30〜15：00

大学院入学説明会（松戸キャンパス）公認心理師（大学）入学説明会（松戸キャンパス）

入学説明会（松戸キャンパス）

学校説明会 内部進学説明会 入試説明会わくわく
▶6月22日［土］ 
　9：30〜12：00

▶7月13日［土］ 
　9：30〜12：00

▶8月31日［土］ 
　10：00〜11：30

▶7月21日［日］ 
　9：30〜12：00

▶6月16日［日］ 13：00〜15：30▶7月21日［日］ 13：00〜15：30 ▶8月18日［日］ 13：00〜15：30

横浜	▶6月1日［土］	 11：00〜15：00	 AP横浜駅西口
東京	▶6月9日［日］	 11：00〜15：00	 東京国際フォーラム
那覇	▶6月16日［日］	 11：00〜14：30	 ホテルロイヤルオリオン
大宮	▶6月22日［土］	11：00〜15：00	 大宮ソニックシティ
つくば	▶6月23日［日］	11：00〜15：00	 イーアスつくば
千葉	▶6月30日［日］	11：00〜15：00	 ペリエ千葉
東京	▶7月7日［日］	 11：00〜15：00	 フクラシア八重洲
横浜	▶7月13日［土］	11：00〜15：00	 AP横浜駅西口

新潟	▶7月14日［日］	 11：00〜14：30	 ホテルオークラ新潟
立川	▶7月15日［月・祝］	11：00〜15：00	 立川グランドホテル
盛岡	▶7月20日［土］	11：00〜14：30	 マリオス（盛岡地域交流センター）
仙台	▶7月21日［日］	 11：00〜14：30	 TKPガーデンシティ仙台（AER内）

千葉	▶8月3日［土］	 11：00〜15：00	 ペリエ千葉
水戸	▶8月4日［日］	 11：00〜15：00	 水戸駅ビルエクセル
東京	▶8月4日［日］	 11：00〜15：00	 フクラシア八重洲
静岡	▶8月17日［土］	 11：00〜15：00	 JR静岡駅ビルパルシェ
大宮	▶8月31日［土］	11：00〜15：00	 大宮ソニックシティ

那覇	▶6月16日［日］	 11：00〜14：30	 ホテルロイヤルオリオン
新潟	▶7月14日［日］	 11：00〜14：30	 ホテルオークラ新潟

盛岡	▶7月20日［土］	11：00〜14：30	 マリオス（盛岡地域交流センター）
仙台	▶7月21日［日］	 11：00〜14：30	 TKPガーデンシティ仙台（AER内）

【予約制】 【予約制】 【予約制】【予約制】

健やかな育みを求めて講演 講師

10：55
▼

12：10

13：30
▼

16：15

● 日　時 ：
● 場　所 ：
● テーマ ：
● 受講料 ：

保育や幼児教育に役立つ13の分科会からお選びいただけます。

【新幼稚園教育要領】
	 「主体的・対話的で深い学び」の実践を考える

【運動指針】幼児期運動指針を踏まえて、
	 子ども達の運動遊びを考える

【新保育所保育指針】0,1,2歳からのスタート
	 ～新指針の示す「10の姿」に向けて～

【健康】心とからだの発達を促す　楽しい身体表現

【協同性】自己肯定感を育む遊び環境

【食育】乳幼児のための食育と食物アレルギー
	 ～楽しく食べるために～

【ことば】絵本でひろがる「ことば」の世界

【造形】実践を通して造形の学びを考える

【音楽】こどもの歌とやさしいピアノ伴奏法

【医療】保育士に求められる
	 最新の医療の知識と手技

【気になる子の支援】３法令と気になる子の援助
	 ―多様な子どもと繋がる保育のポイント10！！―

【保護者支援】保護者のこころをつかむ、
	 接し方・話し方

【乳幼児期】乳児保育の質と保健的対応

講師	 重安 智子 ／ 井口 厚子

講師	 百瀬 定雄 ／ 太田 繁

講師	 阿部 真美子 ／ 菊地 一晴

講師	 安広 美智子 ／ 井上 文子

講師	 神谷 明宏

講師	 祓川 摩有

講師	 柗村 裕子

講師	 西園 政史

講師	 佐藤 亘弘 ／ 関口 明子

講師	 原田 正平 ／ 鹿島 房子

講師	 腰川 一惠 ／ 髙橋 かほる

講師	 鈴木 由美

講師	 初鹿 静江 ／ 直井 夕岐子

②
分科会

①
分科会

③
分科会

④
分科会

⑤
分科会

⑥
分科会

⑦
分科会

⑧
分科会

⑨
分科会

⑩
分科会

⑪
分科会

⑫
分科会

⑬
分科会

・	6月15日（土）	 13：00	 北海道支部総会・保護者会	 札幌・札幌グランドホテル

・	9月1日（日）	 12：30	 新潟地区支部総会・保護者会	 長岡・ホテルニューオータニ長岡

・	9月8日（日）	 12：30	 東北（北）支部総会・保護者会	 盛岡・ホテルニューカリーナ

・	9月15日（日）	 12：30	 東北（南）支部総会・保護者会	 郡山・ビューホテルアネックス

・	10月6日（日）	 12：30	 静岡県支部総会・保護者会	 静岡・ホテルアソシア静岡

・	10月13日（日）	 12：30	 北関東支部総会・保護者会	 大宮・JA共済埼玉ビル

・	10月20日（日）	 12：30	 甲信地区支部総会・保護者会	 甲府・談露館

・	10月27日（日）	 12：30	 九州・沖縄地区支部総会・保護者会	 那覇・ホテルJALシティ那覇
		  	 東京地区支部総会・保護者会・	11月3日（日・祝）	12：30	 	 聖徳大学
		  	 茨城県支部総会・保護者会

・	11月24日（日）	12：30	 千葉県支部総会・保護者会	 聖徳大学

山中湖ガーデンヴィラ森と湖のヒーリングリゾート

中村 和彦 先生

入学説明会【学外】

【予約制】ミニ

出張

https ://www.seitoku. jp/shogaku/

詳細はホームページでご確認ください。 山中湖ガーデンヴィラ 　　　　　
http : //www.yamanakako-garden. com

　山中湖は真夏も過ごしやすい日々が続きます。湖畔でのアクティビティーに加え、サマーイベントも
盛り沢山。富士山登山にも最適です。避暑地の休日をぜひ山中湖ガーデンヴィラでお過ごしください。

学園料金 1泊2食
大人6,750円～

 （10名以上
　グループプランは

6,250円～）

山梨県南都留郡山中湖村平野506   TEL.0555-62-3111

検 索 ▲ インターネット
宿泊予約受付中

期間限定オープン

7／10〜9月末日
のご宿泊まで


